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はじめに  
筆者は去る1984年，旧韓宋（日韓併合直前）の韓国において「日語学校」と  
総称された一群の学校の研究に着手し，爾来次のような論考を発美してきた。   
①光州実業学校について 筑波大学外国語センター 『外国語教育論集』   
第7号1985年3月   
②東亜同文会の韓国における教育活動 昭和59年度筑波大学学内プロジェク  
ト研究成果報告書1985年3月   
③達城学校について 筑波大学外国語センター 『外国語教育論集』 第8   
号1986年1月   
宣韓商学堂について 筑波大学文芸・言語学系 『文重言語研究』 言語薦  
101986年2月   
⑤大日本海外教育会の旧韓国における教育活動 昭和60年度筑波大学学内プ   
ロジュクト研究成果報告書1986年3月 （京城学堂について 教育史学会   
紀要 『日本の教育史学』 第29集1986年10月）   
⑥釜山開成学校について 筑波大学地域研究研究科『筑波大学 地域研究』   
4 1986年3月   
⑦官立漢城外国語学校について一日語学校女中心に一 束京・韓国研究   
院 『韓』 通巻第103号 ユ986年8月   
⑧仁川日語学校について 筑波大学文芸・言語学系 『文蛮言語研究』 言   
語薦111987年1月   
⑨東本願寺の旧韓国における教育活動 筑波大学地域研究研究科 『筑波大   
学 地域研究』 51987年3月   
⑲鮎貝房之進・与謝野鉄幹と乙兼義塾 東京・韓国研究院 『韓』 通巻第   
稲 葉 推 雄  100  
109号1988年2月   
⑮源興学校について 筑波大学文芸・言語学系 『文蛮言語研究』 言語篇  
151989年2月   
⑫口語錦城学堂について 筑波大学外国語センター 『外国語教育論集』第  
11号1989年3月   
⑬一進会の教育活動 筑波大学地域研究研究科 『筑波大学 地域研究』   
71989年3月   
⑳浄土宗の旧帝国における教育活動トー1本語教育を中心として一 筑波   
大学文芸・言語学系 『文惑言語研究』 言語篇161989年8月   
上記拙稿において直接間接に言及した日詰学校は次のとおりである（重複は  
省く）。   
①光州実業学校   
②平壌日語学校t羊角島日語学校・平壌南門外日語学校・平壌日語夜学校・   
城洋学堂・城津学堂鶴坪分校・鶴坪日語学校   
③達城学校・日新学校   
④韓商学堂・韓南学堂分校魯城論山忠仁学校   
⑤京城学堂・三再挙堂・龍山学童・水原学堂   
⑥開成学校・開成学校旧館支校・開成学校釜山鋲支校・京菜日語学校・馬山   
滞日語学校（私立開進学校）・密陽開昌学校・慶州府鶏林日語学校・機張日   
⑦官立漠城日語学校   
⑧仁川日語学校   
⑨革梁学院（釜山学院）・統営日語学校・興亡日本語学校・時習字塾・群山   
小学校   
⑳乙末義塾   
⑪源興学校   
⑫日語錦城草堂   
⑬光武学校など一進会立の諸学校   
⑳開城学堂・大即日語速成夜学校・海州草堂・適度寺明進学校・精華女学校  
・日宗教全日語学校・定州日語学校・金泉日詰学校   
これらは，従来一般的にいわれてきた主要な日詰学校およびその周辺の学校  
であり，一部，筆者が研究の結果新たに日語学校と規定したもの（乙未義塾・  
－進会系諸学校など）を含んでいる。しかし，日語学校として一応名の通った   



























あり，われわれに多くの示唆を与えてくれる。第1は，「福地辰蔵ノ安就学校」   







































これによって，洛淵義塾が，李萬珪らのいう1901年でほなく1899年8且 日  
本人尾田満が教鞭を執る文字どおりの日語学校として発足したことがわかる。  
1900年5月11El付の『皇域新聞』によれば，教師は，尾田薄から中林猪作に代  
わっているが，依然として日本人ひとりであり，教育内容も日語だけである。   
洛淵義儲の教育内容が日語プラス普通学（算術・地誌・歴史）となったのほ，  
1904年の秋学期からであった。当時の新聞に，「洞口内私立洛淵義塾でほ，従  













れたといってよい。   
ところが普光学校は，1907年9凡 日語専門科を特設している。この日語専  
門科は，官吏および→般社会人を対象とする夜学（毎日午後5時から6時まで，  
期間1年）であったから，普光学校にとって夜学の復活は，専門的な日本語教   





























あくまでも断定ほ避けたい。   




告』が，第17回と第19回の2号にわたって菅「辰次郎」とある（16）ので ，最も  


















が鶴谷誠隆によって設立されたことが確認される。   
これに対Lて，酒井政之助編（1914年発行）の『発展せる水原』には，水原  






校の第3代校長であったが，後人が彼を設立者と見敬すほど，草城学校にとっ   
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て三輪の存在が大きかったことは事実である。先の引用文をもじっていえば，  
鶴谷ら三輪以前の華妓学校関係者は，水掛こ「永住的1こ入込んだ」のでほなか  





























反対に日本人を歓迎せしめ，如何なる日本人と匪ども容易に慣るを得しめ，   
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（中略）相互の利益幸福をして益々増大ならしむるを以て方針となす（24）  






























た。」（29）   





















キこなる。   
慶尚両道東莱にほ，1846年以宋音英会という「親睦，敬老，救他 地域発展  
など独特かつ多様な事業を展開した特殊な団体」があったが，この著芙会の会  
員辛明録が中心となって1900年に京菜日語学校を設立した。その趣旨ほ，「日  


















る。   
三薬学校の開揚学校吸収は1907年11月5日に実現し，これを枚に学校は，名  
を克明学校と改めた。東関学校ほ，日韓併合後も存続し，1916年，私立東莱高  
















助な続けていたことを証明している。   
なお，開揚学校を吸収する直前の三業学校が日語を教科目のひとつとしてい   
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たことほ事実である（33）が，三楽学校もいわゆる日語学校であったとまではい  
えない。  
























































らには学部に徐の釈放を請願している（37）。この事件は，求長芋校の運営に支   
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障を来したという意味で不幸な出来事であった。しかし，生徒たちが，はるば  
るソウルまで代表を派遣して教師の身柄釈放運動を展開したことは，当時の求  












いかと思われる。   
なお，冒頭引用文の末尾に「郡守ハ別二官立日語学校ヲ興サント企テ居レ  
リ」とあるが，義州書こ官立日語学校が設立されたことほない。  
8．保東学校   
1904年6月に保東学校を視察した恒産盛服の報告ほ次のとおりである。  
































地にほ設けられず」（43）とあるからである。   
次に生徒数をみると，1904年6月の時点で34名（英語科8名を含む），1905  
年夏に「百名近く」であったことは上にみたとおりである。また，1905年10月  
2日付の『皇城新聞』ほ 当時の殊東学校の状況を次のように報じている。  




熱心勤業するので，校況がますます発達の効を奏するであろう。   



























































である。   
第3点は，金浜玉を「郡儒」としていることである。1902年夏当時，「開成   































ることを企図し，すでに準備工作を進めていたからである。したがって，統営   
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日詰学校の東本願寺移管ほ，渡辺の個人事業に東本願寺が便乗したものとみる  
ことができる。   
ところが，1904年9月に至って東本願寺は，財政難を理由に統営日語学校の  
経営から手を引いた。したがって，学校は再び渡辺の個人経営となったが，こ  
























うに，理財の才を存分に発揮している。   
義成学校の教師ほ，渡辺本人と金洪玉および渡辺の長女信子であり，1905年  
12月当時の教育体制は次のとおりであった。   



























長であり，当時，ロシア軍南下に伴って避難中の身であったからである。   
成典学校の目的ほ，日韓両語を以て普通教育を授けることであった。木村が  
報じた開校直後の教育体制は次のとおりである。   
















野尻氏ナリ」（57）と， この時初めで成興学校が日語学校であったことを明言し  











とも安定の傾向が認められるからである。   
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人の為に此種の計画を試むる日本人なし。   
然るに土面会社は新に育英中学校なるものを起し，元木滞日本人小学校長た  
りし戸川真管氏を聴して教鞭を托し，生徒数二十名を有したるが，後ち同社解  
散と共に廃校し，今の木浦簡易商業学校に変形せり。（60）   
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れば，蓋しこの浄土宗の教えは，韓日両国交際上の敦睦とおおいに関係するも   
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のにして，全校を創設し，全国人民をして従善捨悪の心を開導し，もって効思  
報国，尽忠濁孝に至るべし。本校において顔文日語算術及び各国歴史地理維新  







ある。   
一方，統監府の『韓国事情要覧』（1906年7月刊）によれほ，閃興学校ほ「韓  
国二於ケル日本人教育事業」のひとつであり，その日的ほ「韓人数青井居留民  







































校勢を拡張するが，教育を自己の義務として経費を独力で弁じ 日本教師矢野  
氏を招取し 郡守李承芋氏はこれを賛成監督するので校況が盛んとなり，学生  
が雲集する。学資に窮する者にほ食費まで施すので，周囲がこぞって称賛する  
という。  
これによって，昇明学校が1906年10月初旬ごろに設立されたであろうこと，   


























・定州・玉川および義州である。   































大臣林責にあてて次のように通報している。   


























ソウル南門内倉洞・中学栄の私設日語学校（皇1899．1，26）   
ソウル小安洞・私立日語専修学校（皇1899．7．31）   
ソウル鋼硯・洪陽学校（皇1899．12．15）   
京畿道観察府・草時敏の私立日語学校（皇1900．12．18）   
播州郡・金○培の私立日語学校（皇1904．5．10）   
晦○・崖東壁の日語学校（皇1904．11．17）   


































京畿道観察府・李圭桓宅の日詰夜学科（皇1908．4．21）   



































願していた阿部新の日詰学校も同様である。   





ある。私立日語夜学舎を設置し その監督の任に当たったのは，当時の官立日  



























中にあって相対的に熱心だったのは官吏層（警察官・教員を含む）であった。   
最後に，海州府の金泳淫らの日語義塾は，『皇城新聞』1906年7月10日付の   
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初出記事に登場する人名が同16日付の「碧城義塾任員及賛成員」名簿とかなり  
一致するところから，碧城養塾と称したものと思われることを付言しておく。   















る。この2点を，ここに訂正する。   
開興学校についてほ，拙稿⑭において単にその存在を指摘するにとどまって  
いた。この学校が日語学校であったことを明らかにしたのは，筆者すことって一  





私立日語学校とすべきだったのである。   
さて，従来の先行研究によれば日語学校は34校あったとされ，その時期的・  
地理的分布や設立者・生徒の階層・教育内容などもすべてこれに基づいて立論  
されている。しかし 本稿序文に固有名詞を挙げたものだけでも43校にのぼり，  
本論で述べたものを合わせれは120校を優に越える。このほか，一進会系の学  
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